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毛みじ福祉会 ニューース．  
発行／社会福祉法人もみじ福祉会  私たちは、陣尊者も含めた地域で生落するすべての人たちが、  

文化的で平和な環境の下、自らの心と身体、そして人生の主人  
公として暮らせるための総合的な権利保障を目指し、以下の事  

に取り組みます。  

1．仲間 挿u用者ラ の生登るカの充実と生清の質の向上を目指  
します。  

2．地域の生酒と福祉¢向よへの葉献を目指します。  

3．事業の民生的な運営と地域の諾虎猫との協力・共同を大切  
にします。  

4．これらの実践の薫となる、職員の、障害や発達保障、福祉  
や障青春運動について¢専門性の向上につとめます。  

uOlllJt  

第一もみじ作業所（生介）  第二もみじ作業所（生介）  
第三もみじ作業所（就移・就継功 福祉ホーム 夢トピア  
ケアホーム つばさ／たんぽぽ／夢トピア／ドリームハウス  

もみじヘルパーステーション夢トビア  
障啓着生括支援センター め－ぷる  
放課後対策事業  由びのぴ／わくわく  
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騒
V
の
誘
店
オ
ー
プ
ン
！
 
 
 

も
み
じ
福
祉
会
の
新
し
い
作
業
所
 
 

「
第
三
も
み
じ
作
業
所
」
に
念
願
の
 
 

お
店
が
四
月
二
十
日
に
オ
ー
プ
ン
し
 
 

ま
し
た
！
仲
間
の
夢
と
願
い
を
の
せ
 
 

て
始
ま
っ
た
お
店
の
名
前
は
『
こ
ね
 
 

こ
ね
工
房
も
み
じ
』
で
す
。
 
 
 

お
店
で
は
、
も
み
じ
作
業
所
お
な
 
 

じ
み
の
 
「
ク
ッ
キ
ー
」
 
「
ケ
ー
キ
」
 
 

を
は
じ
め
パ
ン
職
人
が
仲
間
と
と
も
 
 

に
カ
を
合
わ
せ
て
作
る
「
本
格
石
窯
 
 

パ
ン
」
、
そ
し
て
配
食
グ
ル
ー
プ
か
 
 

ら
は
「
地
産
地
消
米
」
を
使
っ
た
「
お
 
 

討
ん
な
 
 

『
こ
ね
こ
ね
エ
房
』
の
あ
じ
 
 

し
く
だ
 
 
 

に
ぎ
り
」
の
販
売
も
始
め
ま
し
た
。
 
 

さ
を
り
織
り
や
印
刷
販
売
グ
ル
ー
プ
 
 

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
な
ど
自
主
 
 

制
作
商
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
 
 

ま
す
。
新
商
品
め
パ
ン
の
中
で
も
特
 
 

に
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
京
 
 

ッ
プ
ス
食
パ
ン
」
、
こ
だ
わ
り
の
材
料
 
 

と
製
法
で
丁
寧
に
作
ら
れ
た
し
っ
と
 
 

り
食
感
の
食
パ
ン
ほ
お
客
様
の
反
響
 
 

も
上
々
で
す
。
ま
た
■
シ
ナ
モ
ン
を
混
 
 

ぜ
た
マ
ー
ブ
ル
食
パ
ン
は
、
仲
間
が
こ
 
 

ね
て
お
粉
、
マ
ー
ブ
ル
模
様
が
一
本
一
 
 

本
違
う
お
も
し
ろ
い
パ
ン
で
彗
徐
々
 
 

に
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
お
店
の
こ
と
 
 

を
知
っ
て
い
た
だ
草
、
お
子
様
連
れ
 
 

＝oH11l  

∵・‥鎧  

お
店
の
中
に
は
焼
き
た
て
パ
ン
や
 
 

ケ
ー
キ
、
こ
だ
わ
り
コ
ー
ヒ
ー
を
は
じ
 
 

め
と
す
る
各
種
ド
リ
ン
ク
を
ゆ
っ
く
 
 

り
と
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
喫
茶
ス
 
 

ペ
ー
ス
も
あ
り
、
も
み
じ
に
と
っ
て
情
 
 

報
発
信
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
 
 

つ
こ
と
の
出
来
る
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
 
 

な
っ
て
い
ま
す
三
な
ん
だ
か
ほ
っ
と
 
 
 

の
お
客
様
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ
ン
を
 
 

買
っ
て
行
か
れ
る
姿
は
お
店
の
雰
囲
 
 

気
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
 
 

す
。
生
地
を
手
で
〓
払
て
丸
め
看
の
 
 

が
離
し
〓
。
 
 

パ
ー
ヨ
／
エ
ビ
め
生
坤
車
ひ
払
る
の
 
 

が
難
し
い
け
と
頑
東
リ
た
い
。
 
 

自
分
の
店
を
持
古
た
〓
ヒ
思
っ
て
頑
 
 

張
っ
て
1
l
ま
す
。
 

万
ん
ぽ
っ
こ
 
 

食
代
、
／
僑
り
が
楽
し
L
l
1
1
・
 

笑
敗
も
す
る
け
ど
、
 
 

が
ん
ぽ
り
た
〓
。
 
 
 

伴
、
／
に
塗
る
照
り
虚
し
の
塗
 
 

り
玉
左
塗
高
の
が
離
し
い
。
 

材
料
の
計
量
を
し
っ
か
り
や
 
 

っ
て
〓
き
た
〓
。
〓
つ
か
膵
 
 
 

マ
ー
ブ
ル
食
代
、
／
の
生
地
の
 
 

巻
き
込
み
左
頑
張
っ
て
い
ま
 
 

亭
～
す
了
・
 
 

おl＝ぎりの種類も豊甘＝  

当
初
の
開
店
時
聞
を
六
月
よ
■
り
十
 
 

時
～
十
七
時
｛
舟
曜
日
～
金
曜
日
）
 
 

に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
号
ま
し
た
。
 
 

お
客
様
に
は
ど
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
 
 

す
が
、
今
後
も
よ
り
良
い
商
品
作
り
 
 

を
心
が
け
、
二
層
、
努
力
・
精
進
し
 
 

て
い
き
た
い
と
患
っ
て
心
ま
す
。
仲
 
 

間
・
職
員
一
同
心
か
ら
海
容
様
の
ご
 
 

来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
 
 

す
る
」
と
患
っ
て
い
た
だ
け
る
場
所
 
 

作
り
を
目
持
し
て
日
々
誓
願
中
で
す
。
 
 

も射じ自主製品詐禿コーナー  

第三もみじ作業所の新事業として注月されているのが「配食事業」で  

す。地域と「食」を通じて交流を深めていこうとも1うコンセプトのもと  

に事業展開しています。   

野菜を多く使い利用者の方の健康を願って、手作りのおかずを春め込  

んだ寵食弁当は大変ご好評いただいています。6月より本格スタートし  

たばかりですが、おかげさまで沢山の問い合わせと定期的にご利用－1た  

だいて拘る事業所様もあり、お弁当を作る仲間の表情にも「おいレい物  

を作るんだ！」という使命感にあふれた思いががにじみ出ています。   

イベント等への弁当の配達もやっても）ます。是非ご利用下さ廿日＝  

催
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
各
地
か
ら
平
 
 

和
へ
の
願
い
を
集
め
る
大
会
、
印
刷
 
 

販
売
グ
ル
ー
プ
で
は
も
う
七
年
続
け
 
 

て
出
展
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

今
春
に
平
和
4
T
シ
ャ
ツ
の
色
違
 
 

い
を
作
り
、
夏
に
は
平
和
ク
リ
ア
フ
 
 

ァ
イ
ル
も
完
成
。
沢
山
の
人
に
自
分
 
 

た
ち
の
平
和
へ
の
思
い
を
伝
え
る
た
 
 

め
に
企
画
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

当
日
は
た
く
さ
ん
の
方
が
ブ
ー
ス
 
 

和
T
シ
ナ
ツ
き
世
界
に
 
 

人だかりの販売ブース   

今
年
も
八
 
 

月
六
日
に
グ
 
 

リ
ー
ン
ア
リ
 
 

ー
テ
に
て
原
 
 

水
爆
禁
止
世
 
 

界
大
会
が
開
 
 へ

寄
っ
て
下
さ
っ
て
、
T
シ
ャ
ツ
も
 
 

二
十
一
枚
売
れ
ま
し
た
。
中
に
は
も
 
 

ち
ろ
ん
外
国
の
方
も
。
平
和
3
T
シ
 
 

ャ
ツ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
伊
藤
さ
ん
も
 
 

（
現
在
は
一
般
就
労
さ
れ
て
い
ま
す
）
 
 

手
伝
い
に
来
て
く
れ
て
、
一
緒
に
記
 
 

念
撮
影
を
す
る
お
客
さ
ん
翠
㌔
 
 
 

こ
ん
な
に
同
じ
思
い
を
持
っ
て
い
 
 

る
人
が
い
る
の
だ
と
感
激
し
、
ま
す
 
 

ま
す
私
た
ち
の
任
事
の
意
味
を
考
え
 
 

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
 
 
 

是
非
是
非
平
和
T
シ
ャ
ツ
か
っ
て
 
 

く
だ
さ
い
ね
ー
・
（
平
和
T
，
y
ヤ
ツ
色
 
 

…
…
ブ
ラ
ツ
タ
・
あ
ず
き
・
緑
・
ピ
 
 

ン
ク
 
各
二
五
〇
〇
円
 
＊
売
り
上
 
 

げ
の
一
部
は
原
爆
ド
ー
ム
保
存
の
た
 
 

め
に
寄
 
 

付
を
し
 
 

て
い
ま
 
 

す
。
）
 
 

rこおこゎエ慕も計揖」くお店・配食）  

お同い合わせ先   

広島市西区観音新町3丁目9－3  
℡P烏2－291－－1121  

にあってる？  

平和Tシャツ  



2b・11年9碍鱒（．2）  舎ニュース  

導師馳遥野脚訴噂ヲ謙一学事遊廓噂唾咤鷹栖確笥陸地塵痛顔頗巨  

脚お争一風過寧桓融資村塾西藤酔整数宅遷鮎愈塗級賢錮  

凄軌瑚睡靭剖博す．ヨ醜貌．軸廟痙・懐融覿傍流闘嘩細車軸鹿鞄・  

由臆謎畠藤緬権湘轟癒虚成立避泰臆面菱選l』密酎如画群麺鹿細線払  

醜憶諷無塵蟄轟軌ぬ私通廟築細害車軸て昭激励緋悶町最腹心帯革  

如し剖！康幸感激肩車酔撃こ轡挙甘施療陛萄臥奉将√翠際対取扱揮欝菅野藁卿  

脚・乳身許間専制萌心駄聯聯間中前掛垂直琶轟愚新宮顧喪緩蓉  

牒麟軌■間健脚春燕獲玖．闇南著晦蛮掛♭電曹電机安泰ふ  

う
な
が
っ
た
毒
で
の
父
密
集
一
声
。
 
 

隆
興
牝
■
軍
票
盛
儀
慧
習
鼠
 
 

た
ら
し
．
い
。
そ
れ
で
も
看
き
て
い
 
 

恕
≡
鼠
吾
輩
語
筈
■
欝
観
取
 
 

り
こ
ん
で
し
ょ
っ
ち
 
 
 

都
壕
還
轟
曹
息
衝
恕
蕊
謳
．
 
 

が
い
者
支
磯
セ
ン
タ
ー
ふ
く
し
ま
の
・
 
 

麿
旨
重
曹
J
 
 

塾
偲
驚
嶺
蜜
瀾
億
瀾
盛
儀
 
 

旺
舟
巻
婁
。
▲
聾
轟
蟄
 
 

憂
鳳
尊
意
な
藩
 
 

璧
螢
悪
癖
蔑
登
慧
蜃
温
 
 

き
査
．
掛
合
わ
せ
も
よ
う
な
熱
線
ち
 
 

も
あ
・
つ
た
か
も
し
れ
な
い
。
．
十
三
時
 
 

間
三
十
分
か
け
て
車
で
現
地
へ
何
軒
 
 

う
。
原
葦
故
の
影
書
も
あ
り
重
々
 
 

心
い
雰
曲
気
な
・
の
か
な
」
七
♯
手
に
 
 

螢
貰
頑
患
等
塵
讐
塵
塚
嘗
 
 

優
だ
つ
た
。
耶
也
市
の
重
層
局
か
ら
 
 

慧
靂
拳
奈
藁
争
患
者
蟄
羞
■
 
 
 

構
鳥
鹿
薗
督
機
軸
藍
。
際
混
線
驚
 
 

愕
嘗
著
者
普
猟
 
 

■
歯
 

義
 
 

豊
苛
至
竃
㌔
 
 

ニ 

眉 
十 
一 

盲㈱正 
午 

、よ 

きや 

く  

犠
■
忽
ぬ
膏
魁
偉
診
療
熟
思
芳
■
準
砂
 
 

「
茸
環
七
シ
タ
ー
・
闇
磯
」
．
の
．
周
知
熊
 
 

鷹
ご
一
旗
膿
薯
訝
隠
藩
誓
詞
莞
 

へ
周
じ
く
支
援
セ
ッ
タ
ー
の
周
知
闇
 
鷺
■
署
隠
宅
漆
嘗
■
 
あ
っ
た
面
相
馬
市
や
い
わ
尊
市
咽
作
 
温
節
蒜
瀾
僧
職
監
環
海
濁
 
鮎
菅
藤
島
守
漁
罷
蓮
恐
喝
漕
洛
野
趣
 
 

塵
‰
守
戦
■
ま
酪
綺
一
習
乳
■
暫
鼠
斎
・
 
 

ら
し
奄
作
町
上
げ
乱
▼
－
ゼ
ほ
、
私
た
h
 
 

董
癖
ぬ
覆
で
橡
疎
椒
守
 
 

心
‥
卓
う
か
．
」
支
援
セ
ン
タ
ー
事
襖
 
 

嘗
蓋
咤
馨
勤
要
 
 

撃
■
■
て
荷
駄
轟
蘭
農
嘗
 
 

浮
1
開
暫
尊
重
歯
聖
断
 
 

を
払
う
温
を
新
た
に
し
た
．
 
 

「 千帯訂叶●■Fr■＿【  

一変搬聡夢せ・一柳廊疎敢重み  

し
、
面
魔
感
蝕
■
聾
一
層
應
．
溺
 
 

貌
凄
艶
億
傭
義
商
■
劇
毒
層
腐
 
 

ら
、
海
軽
丁
八
メ
ー
ト
ル
の
小
高
中
 
 

底
薗
里
魔
塵
う
棒
弄
隠
者
畳
・
 
瀞
雷
蟄
藩
 

尊
暦
腰
 
サ
を
 

」
と
∵
と
．
っ
さ
．
に
周
り
甘
い
る
 
 

三
個
義
曹
義
勝
嗜
遜
紫
蘭
 
 

把
轟
菅
藤
野
聾
－
撃
 
 

瞥
層
華
厳
這
重
富
嘗
晋
 
 

農
轟
陥
予
彗
慢
風
曹
駁
軒
 
恩
 

蜃
茎
濃
凛
勢
魔
窟
 
 

隆
替
ぬ
藍
丸
腰
贋
償
慣
首
藤
 
 

張
っ
て
い
る
職
員
や
開
筒
音
「
そ
し
 

警
軌
亀
「
－
撃
轟
あ
煎
薬
‥
 
 

塵
群
富
整
一
恕
愚
軌
梁
』
海
 
 

完
 
 
 

現
所
長
を
始
め
ス
タ
ッ
フ
由
方
々
や
 
 

メ
ン
バ
ー
さ
ん
連
。
地
域
打
奔
流
町
 
 

・
場
に
粗
つ
七
い
・
患
重
訂
大
切
き
 
 

を
実
感
し
ち
 

．
 
 
垂
綬
艶
芯
隆
史
篭
 
 

偲
覇
噂
運
奄
響
喝
悲
払
轟
概
 
 

患
簑
盈
嘗
纂
華
巌
悪
罵
 
 

滋
養
隠
儀
雪
泰
盛
嘗
葛
 
 

・
露
骨
誉
幸
窟
嘗
常
澄
常
 
 

夏
屠
愚
息
思
慮
恩
 
 

な
執
が
甘
喝
尊
ん
董
笥
愚
蓋
 
 

え
る
た
く
さ
ん
‥
の
患
署
層
彗
育
 
 

と
現
地
に
行
‥
う
て
改
ぬ
て
感
じ
た
、
 
 

傾
葡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
心
理
士
や
り
 
 

息
常
垣
羞
蒜
告
鼠
曹
曹
濫
 
 

費
噂
度
盛
霹
靂
至
貰
盈
 
 

■  

薫
も
仲
佃
の
 
 
 

劇
昭
恐
竜
艦
 
 

」
匝
F
慧
葡
世
努
ず
－
－
 
 
 
 
阜
軋
怠
骨
壷
廟
 
 

J
p
F
み
や
ぎ
嘉
セ
ン
タ
．
1
 
 
 

二
蒜
替
晋
暫
鼻
骨
嵐
 
 

■
ふ
敵
軍
】
■
蟄
晶
鹿
閻
翠
 
 

一
一
慣
蘭
轍
、
 
 

空
風
管
骨
品
面
 
 

尭
葦
厩
億
港
患
 
 

愚
挙
表
蓼
瀞
里
．
垂
守
 
 

一
人
行
方
不
明
と
な
っ
た
ご
と
へ
．
の
 

無
数
琶
変
転
－
露
■
一
軒
■
一
軒
 
 

・
刹
樹
署
．
砂
袋
直
撃
■
霊
墓
誌
誇
 
 

凄
書
軌
琶
替
掛
野
感
謝
澄
l
 
 

毒
草
塵
賦
払
聾
 
 

聖
薦
等
廓
囁
 
■
l
瀞
魔
騨
馳
顧
問
 
 

意
腰
趣
嚢
譲
離
琴
笠
一
 
 

兎
ぜ
の
お
裔
高
彗
、
所
長
と
し
て
、
 
 

■
一
盈
忍
野
藍
三
富
霊
夢
 
 

意
萌
し
決
し
童
た
く
き
ん
¢
チ
 
 

ビ
ソ
ー
ド
を
向
く
に
う
れ
．
て
∵
励
ま
 
 

轟
重
富
■
曹
－
膏
 
 

恵
晋
療
蟄
温
鷺
娘
塾
警
嵐
 
 

ぜ
鼻
血
淀
廊
毯
過
顧
綴
昏
惚
療
醗
患
 
 

よ
う
に
カ
に
な
や
た
い
。
 
 

と
掛
う
。
、
 
 
 

憂
‥
の
掛
れ
．
の
場
面
で
オ
ン
代
－
 
 

き
ん
k
「
広
島
に
帰
．
っ
て
＄
が
ん
ば
 
 

■
撃
署
一
晋
腔
塵
靂
熱
鶴
緬
 
 

塵
選
儲
駈
遼
唱
盛
儀
習
 
 

由
生
領
凄
頑
雫
？
て
と
、
今
、
．
満
載
 
 

苛
腎
唱
為
風
紀
青
ぬ
軌
海
嶺
窃
翰
叛
 
 

鹿
島
阻
閲
雪
盲
、
塵
勒
 
 

丸
に
な
れ
る
よ
う
に
ボ
ん
掛
ろ
う
、
 

事
犯
姦
獣
聾
海
曹
 
 

温暮ボランデイ丁セシター  

■
聾
轟
砂
雷
赦
さ
芭
露
癒
 
 

袋
烏
無
策
夢
■
電
 
 
 

重
曹
で
曜
東
口
呈
丁
犬
轟
災
 
 

豊
嘗
嘗
遍
愚
詠
嘗
豊
 
 

・
摩
や
っ
内
容
が
強
く
計
象
に
操
っ
．
て
 

拉
零
す
。
炎
雷
揆
蔵
書
名
簿
と
 
 

で
霊
魂
か
ら
三
カ
月
余
り
が
癌
漫
 
 

憲
萱
掛
魯
曇
 
 

聡
麿
智
恵
藩
風
習
慣
霊
愚
計
 
 

陳
垂
線
耳
匝
張
魁
庵
葡
警
磯
政
 
 

義
戯
夢
義
盛
嘗
亀
∴
毒
素
琶
迦
 
 

粉
君
恩
曹
巌
蚤
欝
 
 

真
、
ひ
垂
め
鈴
州
さ
ん
の
‥
 
 

一
新
任
所
縁
駁
 
 

巧
守
雷
雲
軋
恕
 
 
 

璽
畢
一
＝
十
義
日
嘗
r
■
ニ
稿
鹿
謝
恩
軍
 
 

日
間
、
き
ょ
う
さ
れ
ん
新
任
罰
俸
に
 
 

憂
思
奇
警
雷
亀
■
蟄
常
陸
拳
 
 

蘭
曜
麿
骨
轡
軍
報
毒
草
 
 

く
仕
事
に
≠
れ
て
宙
た
反
面
、
日
々
 
 

一
層
健
紺
叢
書
‖
盈
葛
暫
芸
 
 

塵
瀞
督
凄
鮎
掛
野
露
』
毎
奪
回
 
 

勒
審
僧
職
，
趣
餞
義
博
森
 

野
鼠
塵
腰
首
庖
監
奉
農
芸
 
 

と
の
こ
と
．
い
ろ
ん
な
漕
が
冊
け
る
 
 

思
慮
罷
慰
慮
幣
河
鹿
■
旺
 
 

も
楽
し
磯
に
し
で
い
ま
⊥
た
。
 
 

一
一
恵
琶
惹
農
畜
雰
憂
苦
 
 

い
F
二
¶
 

－
ト
ー
h
★
サ
†
廿
読
∵
－
ゆ
二
叩
－
J
小
－
叫
I
l
川
u
－
－
肘
¢
ト
車
！
－
i
一
－
－
・
川
坤
甘
I
q
－
1
爛
1
川
1
一
－
d
 
 

2
0
1
－
年
度
き
ょ
う
さ
れ
ん
 
 

広
島
県
支
部
 
 

葡
 
任
 
研
 
憮
 
 

2
0
－
1
年
6
月
2
5
～
2
6
日
 
 

安
居
製
菓
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
 
 

く
 
5
 
し
 
 

1
1
年
7
月
椅
～
1
6
 
 

（
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
郷
原
 
 

地
域
め
中
で
ど
う
喪
が
出
来
で
き
 
 

鞋
砂
渦
と
陣
蟄
翁
藤
巻
脾
謹
ま
b
泉
厳
 
 

守
の
中
で
、
地
域
の
中
で
粉
骨
覿
が
 
 

峯
冨
恩
芯
鹿
餞
警
屑
屋
毎
魔
 
 
 

ん
な
暮
ち
し
首
求
め
て
い
る
．
の
か
は
 
 

塵
暦
鹿
葡
慢
雷
廃
屋
優
等
 
 

す
町
零
蝶
患
作
り
て
い
く
こ
と
で
、
 
 

女
心
し
て
暮
ら
せ
る
嶺
何
が
で
卓
も
 
 

監
軍
費
瞥
訂
喝
 
 

轟
程
ニ
ー
l
臥
坪
命
誓
封
㍉
轟
で
 
 

曙
三
塵
常
藷
蟄
洛
璧
鼠
亀
 

凝
着
野
馳
菅
、
．
蕾
善
感
兎
琶
 
 

重
患
療
癒
蔽
療
‰
忽
儲
星
敵
掛
陳
 
 

慧
養
藍
屋
悪
書
蛋
啓
蟄
 
 

菱
食
な
選
■
敷
あ
乳
整
院
 
 

は
重
苦
基
局
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
仲
間
 
 

も
参
加
さ
れ
ま
し
キ
直
凍
濁
し
を
 
 

爛
嘗
攣
毒
感
官
毒
筆
麗
隠
 
 

逸
恩
讐
巌
慣
恕
電
 
 
 

二
日
目
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
。
等
 
 

し
か
っ
た
事
や
思
っ
た
事
と
い
っ
た
 
 

＝
哲
雄
軍
選
評
迦
野
頓
挙
座
鞄
・
遭
竃
 
 

盤
螢
露
菅
患
驚
蕃
儀
蟹
晋
崖
 
 

▼
あ
敵
卑
官
汚
聾
替
飽
掛
野
恕
単
 
 

車
い
が
今
や
眉
分
と
シ
ン
ク
ロ
し
て
 
 

い
て
面
白
か
う
虎
で
す
．
尤
か
な
か
 
 

灘
喋
痍
蘭
娘
l
噂
御
怨
蛋
翫
問
責
琶
 
 

慮
層
常
澄
蛋
靂
贋
要
素
 
 

ふ
グ
ル
「
プ
に
取
り
入
れ
で
い
る
 
 

も
．
の
も
あ
り
ま
す
。
 
 

ニ
且
問
め
研
修
を
悪
心
て
、
他
の
 
 

璧
贋
盈
嘗
農
産
謹
塵
儀
 
 

が
持
て
活
し
た
。
今
後
も
い
冬
か
な
 
 

腰
慮
嘗
盈
署
璧
冨
騒
叢
膏
 
 

■
温
纂
慧
嬰
際
恕
巌
聾
者
 
 

餉
■
宮
尾
腰
遥
漂
重
曹
．
香
草
鹿
 
 

島
災
が
あ
っ
た
年
中
新
任
研
條
、
私
 
 

陀
選
℡
萎
翫
漁
師
麗
猿
監
湿
 
 

り
ま
し
た
。
 
 
【
大
迫
 
虫
＿
）
 
 



顔頭頗歩留魯  
粗品恩揮御   

今
回
、
庫
日
本
犬
♯
汲
披
搬
地
繋
 
 

癖
雪
し
て
、
私
は
ぎ
城
県
専
二
陸
 
 

中
へ
番
う
て
来
ま
し
た
．
蕾
兄
・
 
 

勉
商
重
機
噸
登
仙
嘗
憧
蟄
萄
心
電
 
 

専
真
で
見
た
慮
燻
投
下
悪
道
鳥
の
 
 

術
避
雷
鷲
墓
守
 
 

■
範
覇
巳
鴇
J
山
罫
一
－
寧
 
 

“
．
．
．
 
●
 
J
I
 
I
．
－
1
．
．
 
 
 
1
 
1
“
l
l
¶
l
－
■
つ
”
“
相
∬
■
■
 
 

の
仮
設
の
T
の
ぞ
み
作
業
庸
」
－
と
・
い
 
 

蟄
堅
忍
塵
還
蔓
嘗
璧
義
 
 

恕
義
鮎
鞄
■
靂
盈
義
認
琴
 
 

藍
緻
藩
れ
冨
詭
略
称
閻
【
泉
餅
 
 

■
璽
囁
 
世
親
鐙
璧
墓
嵐
鼻
慧
盛
 
 

況
登
脳
喝
 
 
 

男
優
偲
幾
所
感
重
義
嘩
嬰
凋
八
 
 

愚
署
羞
遺
漂
感
盛
勝
芸
 
 

腰
屡
履
歴
愚
普
慮
萄
■
－
貫
禄
鼎
 
恩
魯
愚
写
像
啓
 

墨
壷
 
 

嘗
塵
鼻
雷
認
蟄
警
儀
 
監
寮
監
 

量
運
勢
露
塾
富
 
 

里
雷
馨
鮎
、
 

嘗
 
墓
茨
署
ご
罫
＝
“
 
 

掛
随
忠
恕
恕
琴
警
助
辞
心
潜
随
蝕
野
 
 

塵
盃
苛
感
讐
ぜ
墜
野
蒜
．
職
 
 

層
雲
驚
藁
竜
ノ
身
内
準
 
 

硬
式
軋
應
事
止
灘
憫
震
電
 
 

蓄
能
瀞
海
霧
電
電
動
確
調
 
 

意
轟
瞥
腰
愚
恩
嬰
筆
書
励
観
 
 

照
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
l
 
 

規
子
（
妙
と
乳
が
初
め
で
も
み
じ
作
 
 

幾
許
亀
潜
熱
挺
掛
囁
噸
軸
墨
サ
轟
 
 

年
ゆ
初
秋
で
し
た
。
遼
東
た
は
 
 

部
粉
塵
蘭
書
偲
 
 

離
曹
墜
所
雫
取
囲
町
監
 
 

習
蓮
戯
岳
喝
恕
励
鑑
が
 
 

菅
巌
蟄
嘗
衰
麿
螢
嘗
宴
 
 

輪
添
鮎
晦
密
接
私
彗
鬼
蟄
」
■
堕
薗
 
 

．
無
い
タ
イ
プ
ア
れ
ト
の
絵
ハ
ガ
キ
、
 
 

薯
寸
馳
署
瀧
叢
重
電
、
当
時
戦
 
 

塵
蚤
宅
吾
恩
義
慧
奄
愚
 
 

作
事
菅
如
■
瞥
虹
艶
。
暫
l
こ
1
隠
陳
陰
落
 
 

雷
嘗
膚
甘
聾
塵
海
 
 

軍
争
搬
漁
樹
防
鰯
麟
・
蛮
個
蟹
1
 

警
痙
迩
あ
腹
掛
総
見
藩
私
・
 
 

お
城
せ
ん
と
首
う
感
心
・
で
、
漉
し
い
 
 

麿
閻
魔
習
■
患
蒜
奄
奪
盈
震
 
 

そ
い
ま
す
。
 
 
 

当
時
、
瀧
人
位
す
る
と
い
う
話
を
‥
 
 

鮮
紅
警
■
で
儀
為
義
戯
儀
 
愚
義
弘
萄
霊
愚
登
専
管
 
 

重
蟄
撃
尊
者
重
曹
軍
幽
 
 

亀
蜜
－
粉
炎
嘗
驚
喜
啓
 
 

掛
取
萱
草
囁
担
習
ぽ
】
阿
藤
芯
塵
 
 

陽
樹
濠
瓢
1
紺
習
車
輪
随
鞄
認
牒
産
 
 

婆
警
蒋
普
選
革
聖
賢
穐
 
 

，棚旬鞍塔基抱  

苧 野 

馨 
脚鹿糠應 

－■霊 

軍書 

且首塵篭 

畳－瓢奄  

麗  ．隠  

石
蹄
 
 

轟
嵐
 
 

■
栄
豪
雪
虜
欝
鞄
膵
募
 
 

鹿
m
養
う
官
尋
尊
重
ぬ
薗
盛
し
離
 
 

農
厳
慮
鳶
春
雷
華
亀
 
 
 

ダ
恕
L
済
南
ー
ー
峯
帝
驚
檻
ア
宙
 
 

撃
蝕
腰
、
■
寧
望
義
挙
慧
晋
苛
 
 

瞥
藤
羞
鼠
靂
患
鼠
瞥
麓
 
 

聾
暦
薗
幣
草
野
恕
畳
替
 

ね
ば
鵡
闇
く
」
吏
亨
き
言
葉
モ
の
も
 
 

の
苛
鹿
働
、
－
巌
嘗
観
官
督
■
み
 
 

夢
蟄
陣
風
嚢
腎
藁
 
 

で
あ
る
よ
き
に
慮
っ
で
い
藍
す
．
 
 

隊
匂
憂
鞄
蓋
扱
■
憾
鑑
亀
王
酔
 
 

違
約
瑠
樹
慢
沿
線
祭
警
曙
費
 
 

鞄
撥
線
幅
捜
総
菜
防
荘
逐
一
苛
臨
雷
 
 

た
∵
瓦
礪
の
中
は
や
ん
ギ
つ
の
花
が
 
 

咲
翫
背
離
拳
個
室
誓
約
翌
 
 

衰
藩
嘗
葦
濱
凝
籠
葡
ね
脈
 
 

億
儀
遺
拍
■
隠
萄
働
鸞
塵
廟
 
 

尭
蔓
蘭
蒸
旺
盛
 
 

勝
景
魔
牽
助
畳
 
 

替
揚
蜃
禽
軌
檻
y
濫
腰
腰
掛
卦
廃
 
 

れ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
・
に
気
付
か
 
 

＿
■
 
 

朝
関
朋
湖
童
咽
甥
塁
感
禦
慧
鰯
醜
聞
銅
絹
瑚
翔
欄
鵬
調
豊
猟
摘
慧
 
 
 

い
う
¢
が
由
貰
こ
割
ば
ど
し
か
作
成
 
 

藩
範
電
嶺
聾
．
鹿
鬼
萱
 

さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
．
の
よ
う
な
‥
 
 

戯
誓
が
海
蓉
疫
喝
鷺
酢
陶
者
穿
 
 

‖
豊
羞
聾
窟
嘗
塵
雷
晋
 
 

と
で
し
屯
 
 
 

次
に
．
「
女
心
で
せ
る
く
ら
心
と
、
 
 

経
緯
磨
輪
姦
寮
熟
苛
酷
 
 

し
粗
君
恩
登
楼
奄
所
懐
埋
 
 

聖
靂
雷
螢
彗
啓
温
泉
僅
 
 

螢
貰
崩
－
澹
寄
葦
最
暫
匝
釘
藤
禦
 
 

が
あ
・
孤
塁
青
わ
れ
て
い
豪
し
た
。
陣
 
 

が
い
著
や
豪
華
の
み
な
ら
ず
、
今
 
 

層
悪
貰
寄
算
兎
唇
慧
藍
膵
艶
 
 

内
容
で
心
ち
、
私
た
も
白
身
も
同
じ
 
 

港
鳳
腰
藍
悪
か
遷
刑
麿
尭
．
 
 

畑
蓬
″
緬
盈
警
防
電
亨
■
藍
 
 

謂；雷辛苦李要蓋諜■1漸王⑥  

バザー払塵  

禽  蜜
風
儀
墨
笥
モ
垂
範
牒
 
 

芭
患
橡
海
将
欄
攣
癒
蒸
町
藤
 
 

と
て
も
尊
い
と
ぬ
こ
と
．
で
し
た
。
迷
 
 

惑
を
か
け
た
ち
す
で
に
謝
る
隠
ど
草
 
 

恵
貰
麿
靡
吾
塵
箇
魔
窟
 
 

わ
れ
て
い
ま
し
た
．
 
 
 

忠
嘗
避
雷
春
雲
感
盈
謬
 
 

監
愚
息
最
澄
誓
露
蜃
悪
 
 

行
事
の
へ
の
事
加
の
中
で
、
農
漫
の
・
 
 

掌
患
ヨ
晋
私
曝
堕
臆
厨
▼
観
咤
雪
▼
 
 

い
て
盟
逼
貰
し
て
も
ち
う
こ
上
が
 
 

意
思
感
澄
羞
置
屋
感
電
 
 

屯
鼠
与
す
る
こ
よ
で
、
互
ぃ
の
停
 
 

嵐
係
を
集
骨
、
助
け
合
い
な
が
ら
 
 

荒
し
聖
賢
■
で
陶
酔
亀
■
隊
だ
逝
｛
 
 

鷹
じ
重
し
た
。
 嘗
郡
凌
嘗
 
 

‾   
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二
〇
〇
九
年
九
月
、
民
主
党
へ
の
 
 

政
権
交
代
後
、
長
妻
厚
労
大
臣
が
障
 
 

害
者
自
立
支
援
法
の
廃
止
を
明
言
。
 
 

同
法
に
代
わ
る
新
法
づ
く
り
に
む
け
て
、
 
 

二
〇
一
〇
年
四
月
 
「
障
が
い
者
制
度
 
 

改
革
推
進
会
議
」
 
の
も
と
に
 
「
総
合
 
 

福
祉
部
会
」
が
設
け
ら
れ
、
十
三
の
テ
 
 

ー
マ
別
作
業
部
会
で
検
討
開
始
し
て
 
 

一
年
余
り
、
本
年
六
月
二
十
三
日
の
 
 

第
十
五
固
総
合
線
祉
部
会
会
議
に
て
 
 

議
論
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

こ
れ
を
．
基
に
、
八
月
未
に
は
新
法
 
 

へ
の
 
「
骨
格
提
言
」
 
が
と
り
ま
と
め
 
 

ら
れ
、
九
月
以
降
は
厚
生
労
働
省
に
 
 

て
法
案
作
成
作
業
に
入
り
ま
す
。
予
 
 

定
で
は
二
〇
一
二
年
の
通
常
国
会
に
 
 

法
案
上
程
、
二
〇
一
三
年
八
月
ま
で
 
 

に
は
施
行
と
な
り
ま
す
。
 
 
 

○
新
法
の
「
骨
格
捷
書
素
案
」
出
る
 
 
 

七
月
二
十
六
日
の
第
十
六
回
総
合
 
 

福
祉
部
会
に
提
出
さ
れ
た
 
「
骨
格
提
 
 

言
案
秦
」
 
で
は
、
以
下
の
九
項
目
に
 
 

つ
い
て
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 

■
l
l
l
●
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■
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●
 

…
障
害
（
者
）
の
範
由
、
選
択
と
決
定
…
 
 

∵
（
支
給
決
定
）
、
相
談
支
援
、
権
利
擁
…
 
…
護
、
支
援
（
サ
ー
ビ
ス
）
体
系
、
利
用
…
 
 

…
者
負
担
、
報
酬
と
人
材
確
保
、
地
域
…
 
…
生
活
の
資
源
整
備
、
地
域
移
行
 
…
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－
－
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－
－
I
l
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－
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－
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▲
▼
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・
・
 

（
残
る
「
法
．
の
理
念
」
や
「
新
法
制
定
と
 
 

実
現
へ
の
道
程
」
、
「
関
連
す
る
他
の
法
 
 

律
や
分
野
と
の
関
係
」
等
に
つ
い
て
は
1
 
 

八
月
九
日
の
第
十
七
回
総
合
福
祉
部
 
 

会
に
て
提
案
予
定
）
 
 

●
素
案
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
次
 
 
 

に
挙
げ
る
様
な
望
ま
し
い
換
言
が
 
 
 

あ
り
ま
す
。
 
 
 

そ
の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
る
と
・
・
‥
 
 

①
 
『
支
給
決
定
』
で
は
、
現
在
実
施
さ
 
 
 

れ
て
い
る
障
害
程
度
区
分
に
依
ら
ず
、
 
 
 

本
人
の
生
活
と
意
向
を
基
本
に
し
 
 
 

た
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
に
依
り
、
 
 
 

そ
の
地
域
で
の
他
の
者
と
の
平
等
 
 
 

を
基
礎
と
し
て
必
要
な
支
給
急
が
 
 
 

確
保
さ
れ
る
、
と
す
る
な
ど
、
そ
 
 
 

の
区
分
に
よ
一
っ
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
 
 
 

が
制
限
さ
れ
る
障
害
程
度
区
分
の
 
 
 

問
題
性
を
排
除
し
て
い
る
。
 
 

②
 
『
支
援
体
系
』
で
・
は
、
地
域
生
活
 
 
 

が
可
能
な
支
援
体
系
と
す
べ
く
、
「
介
 
 
 

護
保
険
と
の
整
合
性
」
 
を
意
識
し
 
 
 

た
現
行
の
 
「
介
護
給
付
」
 
や
 
「
訓
 
 
 

練
等
給
付
」
 
を
廃
止
し
、
多
く
の
 
 
 

基
本
的
サ
ー
ビ
ス
を
 
「
全
国
共
通
 
 
 

の
仕
組
み
で
提
供
さ
れ
る
支
援
」
 
 
 

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
 
 

●
ま
た
、
「
個
別
生
活
支
援
k
つ
い
て
」
 
 
 

で
は
、
現
行
の
重
度
訪
問
介
護
の
発
 
 
 

展
的
継
承
に
よ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
ア
 
 
 

シ
ス
タ
ン
ス
制
度
の
創
設
を
挙
げ
、
 
 
 

支
給
真
の
範
囲
内
で
「
利
用
範
幽
の
 
 
 

制
限
を
無
く
し
」
、
重
度
身
体
障
害
 
 
 

者
の
み
な
ら
ず
「
日
常
生
活
全
般
に
 
 
 

常
時
の
支
援
を
ト
要
す
る
す
べ
て
の
 
 
 

障
害
者
に
対
し
て
利
用
可
能
と
す
る
」
 
 
 

と
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
居
宅
介
護
 
 
 

は
家
庭
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
障
害
 
 
 

児
に
も
利
用
可
と
し
て
い
る
他
、
移
 
 
 

動
介
護
も
個
別
給
付
化
し
、
国
の
財
 
 
 

政
責
任
を
明
確
化
す
る
と
し
て
い
る
。
 
 
 

っ
ま
り
、
歩
く
・
働
く
は
、
話
す
・
見
 
 
 

る
・
歯
く
と
同
様
に
基
本
的
権
利
と
 
 
 

し
て
い
る
。
 
 

●
「
日
中
活
動
支
援
」
 
で
ほ
、
移
動
支
 
 
 

援
⊥
送
迎
）
 
も
支
援
の
一
軍
に
位
 
 
 

置
付
け
、
報
酬
上
の
評
価
を
ず
る
 
 
 

こ
と
、
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
対
 
 
 

象
者
の
．
た
め
の
看
護
師
の
送
迎
添
 
 
 

乗
に
も
言
及
し
て
い
る
。
 
 

●
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
支
援
で
は
、
 
 
 

先
の
居
宅
介
護
等
の
活
用
を
可
と
 
 
 

す
る
と
と
も
に
、
日
中
の
支
援
が
 
 
 

必
要
な
場
合
の
支
壊
体
制
の
確
保
 
 
 

等
に
つ
い
て
措
置
を
講
じ
る
、
と
 
 
 

し
て
い
る
。
 
 

麦
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
 
 
 

報
酬
改
善
の
た
め
の
予
算
確
保
、
 
 
 

公
営
住
宅
の
活
用
促
進
に
も
触
れ
 
 
 

ら
れ
て
お
り
心
強
い
。
 
 

③
 
『
利
用
者
負
担
』
で
は
、
障
害
に
 
 
 

伴
う
必
重
な
支
援
は
無
料
と
す
べ
 
 
 

き
と
し
．
、
障
書
に
よ
っ
て
生
じ
る
 
 
 

社
会
生
活
上
の
困
灘
を
軽
減
す
る
 
 
 

支
援
は
、
社
会
が
責
任
を
担
う
べ
き
、
 
 
 

と
し
て
い
る
。
 
 

④
 
『
報
酬
と
人
材
確
保
』
で
は
、
障
 
 
 

害
者
自
立
支
援
法
と
報
酬
の
劣
悪
 
 
 

さ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
職
員
 
 
 

の
非
正
規
化
や
支
援
の
質
の
低
下
 
 
 

が
指
摘
さ
れ
、
「
基
本
的
方
針
」
 
と
 
 
 

し
て
、
支
援
の
質
の
低
下
、
現
場
 
 
 

を
萎
縮
暮
せ
な
い
報
酬
施
策
を
、
 
 
 

と
し
て
い
る
。
 
 

●
「
報
酬
の
支
払
い
方
式
」
 
で
は
、
日
 
 
 

払
い
方
式
の
弊
害
を
避
け
る
べ
く
、
 
 
 「

利
用
者
個
別
給
付
報
酬
」
…
原
則
 
 
 

日
払
い
と
「
事
業
運
営
報
酬
」
＝
鹿
 
 
 

則
月
払
い
、
に
大
別
し
て
お
り
、
そ
 
 
 

の
た
め
に
は
、
S
報
酬
の
財
政
規
 
 
 

模
の
増
額
」
S
契
約
制
度
の
も
と
 
 
 

で
も
市
町
村
の
公
的
責
任
の
明
確
化
、
 
 
 

㈹
利
用
者
負
担
の
増
加
に
つ
な
げ
 
 
 

な
い
、
の
三
点
が
肝
要
と
し
て
い
る
。
 
 

●
「
人
材
確
保
の
基
本
的
視
点
」
で
は
、
 
 
 

人
材
確
保
こ
そ
が
障
害
者
地
域
生
 
 
 

活
実
現
の
鍵
、
と
し
、
障
害
福
祉
の
 
 
 

公
的
責
任
を
障
専
者
本
人
や
家
族
 
 
 

に
転
嫁
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
 
 

●
「
福
祉
従
事
者
の
賃
金
に
お
け
る
基
 
 
 

本
的
方
針
と
水
準
」
で
は
、
誇
り
と
 
 
 

展
望
を
も
っ
て
働
け
る
よ
う
国
家
 
 
 

公
務
員
の
「
福
祉
職
給
与
表
」
と
同
 
 
 

等
の
年
収
水
準
が
確
保
で
き
る
事
 
 
 

業
報
酬
と
す
る
、
と
し
て
い
る
。
 
 

⑤
 
『
地
域
移
行
』
で
は
、
「
計
ら
選
ん
 
 
 

だ
住
ま
い
で
安
心
し
て
、
自
分
ら
心
 
 
 

い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
こ
と
」
が
地
 
 
 

域
移
行
と
し
、
「
す
べ
て
の
障
害
者
 
 
 

が
地
域
で
暮
ら
す
棒
利
を
も
つ
」
と
 
 
 

述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
国
は
地
 
 
 

域
移
行
促
進
を
法
に
明
記
し
、
地
域
 
 
 

移
行
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
地
域
基
盤
 
 
 

毛
備
計
画
か
ら
な
る
「
地
域
基
盤
整
 
 
 

備
十
カ
年
戦
略
」
（
仮
称
）
の
策
定
を
 
 
 

法
定
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
 
 

七
月
十
二
日
か
ら
も
み
じ
作
 
 

業
所
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
 
 

お
り
ま
す
。
福
祉
の
仕
事
は
初
め
 
 

て
で
す
。
慣
れ
な
■
い
こ
と
ば
か
り
 
 

で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
 
 

も
多
々
あ
る
と
患
い
ま
す
が
、
一
 
 

日
も
早
く
お
役
に
立
て
る
よ
う
 
 

精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
 
 

よ
ろ
し
く
患
願
い
い
た
し
ま
す
。
 
 
 

八
月
十
l
日
よ
り
、
第
三
も
み
 
 

じ
作
業
所
の
バ
ン
グ
ル
ー
プ
で
、
 
 

働
か
せ
て
も
ら
．
っ
て
い
ま
す
。
初
 
 

め
て
の
事
ば
か
り
で
、
慣
れ
な
い
 
 

革
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
仲
間
 
 

や
職
員
と
共
に
色
々
な
体
験
を
 
 

通
し
て
皆
そ
れ
ぞ
れ
が
、
よ
り
よ
 
 

い
一
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
前
進
 
 

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
 

みナの み．ょ こ  

水野異代芋莞  

存ししⅧ汀は   
○
新
法
に
何
を
望
む
か
 
 
 

さ
あ
、
「
私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
 
 

こ
と
を
決
め
な
い
で
」
 
と
い
う
願
い
 
 

で
検
討
さ
れ
て
き
た
推
進
会
議
（
総
 
 

合
福
祉
部
会
）
 
の
提
言
を
尊
重
し
た
 
 

法
案
件
成
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。
 
 
 

総
合
福
祉
部
会
の
こ
れ
ら
の
議
論
 
 

に
対
し
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
は
、
「
財
 
 

源
問
題
で
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
」
 
 

「
客
観
性
・
透
明
性
・
公
平
性
が
担
保
で
 
 

き
る
か
」
、
「
他
の
法
律
・
制
度
と
整
合
 
 

性
が
と
れ
な
い
」
、
「
国
が
規
制
す
る
こ
 
 

と
は
困
難
」
等
々
の
否
定
的
な
コ
メ
ン
 
 

ト
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
「
想
 
 

定
内
」
・
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
姿
勢
 
 

に
残
念
さ
と
失
望
を
覚
え
ま
す
。
 
 
 

我
々
の
望
む
の
は
、
障
害
者
が
障
 
 

害
の
な
い
人
と
平
等
に
生
き
ら
れ
る
 
 

生
活
水
準
で
あ
り
、
社
会
で
す
。
推
 
 

進
会
議
の
議
論
吸
基
礎
と
な
っ
た
障
 
 

害
者
権
利
条
約
と
、
障
害
者
自
立
支
 
 

援
法
違
憲
訴
訟
和
解
時
の
国
（
厚
生
 
 

労
働
省
）
 
と
原
告
団
と
の
基
本
合
意
 
 

文
書
を
再
度
確
認
し
っ
つ
進
め
て
棟
 
 

し
い
と
望
み
ま
す
。
行
き
着
く
と
こ
 
 

ろ
は
 
「
財
源
問
題
」
 
で
し
ょ
う
が
、
 
 

ま
ず
は
諸
外
国
に
比
し
て
相
当
低
い
 
 

我
が
国
の
障
害
福
祉
の
予
算
規
模
を
 
 

妥
当
な
水
準
に
し
て
頂
琶
た
い
と
願
 
 

領
ま
す
。
 
 

■  

私は5月から弟3もみじ  
作業所こねこね工房でパン  
作りや店番をしています。  
私の名前は佐々木将子です。  
いつも大藤さんに、パン作  
りを教えてもらっています。   
夢は大好きな人と一緒に  
パン屋さんになれたらいい  
です。土のまえもみじの第  

今年の6月に入りま  

した。竹内勝彦と言い  

果す。＿   

今はクッキーグルー  

プの仲間と一緒にクッ  

キーを作ってい・ます。   

、●＿   

箭蒜莞ご  

て行きたい七思います。   

よろしくお願いい覆します。  

さ さ 食 まさこ  
佐々木用字莞 3作業所のカラオケで98  

点でました。レパートリー  
は、西野カナと嵐とSMAPです。大好普な  
S叫APや嵐のコンサートにいき要す。これか  
らもよろしくお願いします。   

▼・鳥・ヤ▼・鳥・▼▼・膿・▼りr・∬一】†・」幣・…L・譜・  

坂上ルミヱ様  

ヤマトナデシコ（匿名）・様  

吉田薬局カンパ籍様  

青島地区民生委員・児童委員協議会  

～お 札・一  

冬キ4月、第三もみじ作業所の開所に  
おきよしては、開催各慮よりたくさん  
のお祝いを頂きよした。  

●一●● ●．●．●   

5月から入所した高  

山正規24歳です。   
以前は太陽由下でた  

6月より第三もみじ作業所  

の配食係でお世話になってる  
藤原喪加と青います。   
初めての事ばかりなので、  
職員眉んや仲間たちに、色ん  
な事を教わり．ながら、頑張っ  
ています。仲間たちは皆さん  
明るく、僕■自身、パワーをも  
らっています。今、一番に頑  

■†く．さんの野菜－を作って  ありがとうございよした。  
この埼を借りてお札申し上げよす。  きょうされん県支部国会請願募金  

いました。これから‡ま  
ピースグループでの仕  
事を頑張ろうと患いま  

（2011年4日1日－7胃別口  

芸芯・芸巌  

く作業所に慣れていきたいです。よろ  
しくお願いします。   

ふじわら  ひでのリ  
却‖年産鰻摸会費を納入丁乱l孔lる、  

個人個他の皆様（敬称略）  

書庫 累日帳張りたい事は早く調理を覚え  
たい事です。また趣味の方で  

すが、bVDを見る事と音楽を開く事、魚つりで  
す。これからも頑張りたいので、皆さん1力を貸  
してください．よろしくお顔Vlします。  

深谷 恵子  
坂本 忠衡  
井藤久仁子  
宮森洋一郎  
竹中 雄一  
早川 洋子  
井上 一成  
井上佳代子  
永井 郁江  
古川 大介  
古城門淳子  
沖本 光彦  
上田 健司  
岩尾久美子  
江川 正仁  
泉 真理子  
梅村★葉子  
中沢 遺戒  
松未 和■枝  
三上 英子  
犠本 優子  
細井  迫  
栗栖 昭．典  
江崎 勝之  
紅山 綾香  
中野 芳子  
三宅美代子  
宮本香代子  
清水 慶秀  
田山 敏光  
河中 正行  
大内喜代子  
藤本 風明  
高田 郁子  

甲板善治郎  
滝沢 詔一  
書同 棲二  
佐々木信江  
久保田三辰男  
長尾夫佐子  
江島 勝美  
高木  円  
花本 和彦  
佐々木久子  
矢川 光則  
坂下 寿子  
河野  啓  
泊  庄一  
山近佐恵子  
中司登志実  
地．田  光  
西岡 浩美  
面出■ 千鳥  
平野 博昭  
森脇 忠彰  
綿本 直美  
横道薫美子  
柿本 雅子  
竹広 保枝  
佐倉 喜八  
五島 平夫  
香川紘一郎  
新谷美樹子  
久米 末葉  
浜本 靖子  
円奈 和子  
常友 高明  
豊田 仁司  

丸山 勝子  
八田 達夫  
坂井 勝則  
田辺 操子  
河l内 政子  

片山 義弘  
岡田 信子  
佐々木勝子  
望月佐代子  
谷川 幸夫  
田代国次郎  
中川 裕子  
岩井 里子  
福田 治彦  
向井 友江  
春本 克枝  
早由 良子  
革羽 俊之  
渡邁貴弘  
坂原美也子  
泉谷 悦子  
野慮 雅吉  
村田 康昭  
幅野 勇生  
宇野 淳子  
田澤 葉子  
中井 幸弘  
藤原 公士  
高木 皇栄  
木村 達意  
秋山 貞治  
椋田 紀枝  
吉川 一彦  
対尾 伴子  

栗田 朱美  
梶川好太郎  
広木美智子  
三宅和幸江  
檜壇 俊忠  
甲斐切 崇  
佐倉 敏美  
内藤美亜子  
森脇 圭司  
三原 捷安  
八島 信夫  
向台 教季  
木村 忠孝  
佐々木潤子  
椿 美也子  
藤谷 章子  
井上 一郎  
井上マス子  
井上 雅由  
森田 靖啓  
西川 将明  
湯谷 和香  
加藤寿美子  
中野 斉子  
平野 次子  
山岡 靖子  
山田 竜也  
竹串チエ子  
原田■  明  
木村 英雄  
堀江 一夫  
井手元美鈴  
上田みどり  
西中 正士  

松浦 五郎  
外為 保弘  
小松源次郎  
安森 博幸  
小島  隆  
清見久美子  
前浜佳代子  
新江みどり  
今福  優  
勝田 郁恵  
松本 久男  
宮本 秀子  
鈴川千賀子  
中山 絹子  

感性舎  
広川車両  
谷本小児科  

横山 顕吾  
佐々木時枝  
坂上ルミヱ  
泉  祥子  
木下和・坦江  
小林こう・憩子  
山本晋－・順子  

畠山護享・京子  
野津訓子、仲裁  
伊藤健太、朋子  
川口谷幸子、哲雄  
近藤弦之介、みち子  
石井君子、野田夏代子  
茨木餅店  

善正寺  
広島合唱団  
田丸整形外科  

平成22年廉から23年度にかけ、各事業団から助成金を頂きました。  
車両など仲間の仕事、生活に欠かせない備品を購入、大いに活躍しています。   

ヤマト福祉財団わ助成を受け、今年の 
4月にオープンした第3もみじ作業所「こ  

お店にも果てね！  

ねこねエ房」に新しい車（写真）が届きました。クッキーやパンの配  

達、仲間の送迎にと大活躍です。車の全面や側面には可愛い食パン  
やフォークのイラストが。これは作業所の仲憫によるデザインです。  

新しいノー   
外の仕軋まきつし   

リサイクルグループ一周  久笠法律事務所  
桐原容器工業所  
観音新町町内会  
なかよし保育園  
㈲保険企画ヒロシマ  
森原内科胃腸科医院  

みずほ財団より助成を受け、リサイク  
ルグループが行っているアルミ缶つぶし  
作業場に暖房機と涼霧システムがつきま  
した。高齢化が進み、外での作業がしん  
どくなってくる中、大変助かっています。   河井建設工業株式会社  

神崎学区社会福祉協議会  
日本共産党広島市会譲鼻団  
吉島東学区社章福祉協議会  
藤田エンジニアリング  
協働カンパニーステクプ  
ひろしまインターネット美術館  
ひかり協会職鼻労働組合（大阪）  

ひかり協会職員労働組合広島分会  

く2馴I年4日1日－7胃引日常）  

年賀・郵便事業の助成を受け、もみじ作業  
所にて長い隠送迎車両として活躍していた  
リフト付きマイクロバスを貫い換えること  
ができました。息前のバスよりも多い4台  

の幸いすを固定することが出来、大いに役  
立っています。運転手さんがきれいにして  
くれるおかげでいつもピカピカです。毎日  
乗る仲間も笥持ちよく乗れて好評です。  


